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第1章 改定の趣旨 

1.1 改定の経緯 

本市の公共下水道事業は、昭和 51（1976）年度に供用開始し、佐野市、田沼町、葛

生町の 3 市町の合併を経て、平成 19（2007）年度に佐野市公共下水道として一元化さ

れました。平成 26（2014）年度末には、栃木県において管理されていた渡良瀬川上流

流域下水道（秋山川処理区）が、単独公共下水道として移管され、本市で施設の建設改

良・維持管理等の業務を実施しています。 

令和5（2023）年度末における人口普及率は71.0％となっており、全国平均81.4％

と比較するといまだ低い水準にあり、今後も未普及対策事業を進めていかなければならな

い状況です。 

また、これまで整備された施設については、老朽化による施設の更新等も必要になって

きており、さらに近年激甚化する災害への対策として、浸水対策、地震対策等、幅広い対

応が下水道事業に求められているところです。 

一方、人口減少に伴う使用料収入の減少が見込まれるため、必要な財源の確保も厳しい

状況です。 

このような状況の中、令和２（2020）年度に、将来にわたり安定した下水道事業経営

を行うことを目標として、中長期の経営計画である「佐野市下水道事業経営戦略」を策定

してから４年が経過しますが、依然として一般会計補助金等の補助的財源に頼らざるを得

ない状況が続いています。本年度は、物価の上昇や人口の減少など、令和２（2020）年

度からの社会情勢の変化を経営戦略に反映させ、より安定した下水道事業を佐野市民へ届

けるために経営戦略の見直し及び改定を実施しました。 
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1.2 位置づけ  

経営戦略は、佐野市の上位計画として位置づけられる各関連計画、「生活排水処理構想」

や「ストックマネジメント計画」等の各種汚水処理施設計画と連動し、汚水処理事業の経

営の根幹となるものとして位置づけ、中長期的な事業経営の指針とします。  
 

 
 

 

1.3 計画期間  

中長期的な視点から経営基盤の強化に取り組むことができるように計画期間を 10 年間

（令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度）とします。 

  

下水道各種関連計画 

佐野市生活排水処理構想（基本構想） 

佐野市公共下水道全体計画（基本計画） 

佐野市公共下水道事業計画 

佐野市公共下水道ストックマネジメント計画 

第 2次佐野市総合計画 

佐野市下水道事業経営戦略 

（令和６年度改定） 

利根川流域別下水道整備総合計画 

（平成 26年度） 
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第2章 事業概要 

2.1 事業の現況  

2-1-1 施設 

令和 5（2023）年度末時点での下水道施設の整備状況は次のとおりです。 

また、令和５（2023）年度末にすべての農業集落排水事業を公共下水道事業へ統合し

ました。 
 

表 2-1 施設の状況 

施設区分 数量 備考 

管路施設 631km 

汚水管：595㎞ ※うち旧農集 16㎞ 

雨水管：22㎞ 

合流管：14㎞ 

処理場 １か所 佐野市水処理センター 

ポンプ場 3か所 

秋山川中継ポンプ場 

高萩中継ポンプ場 

伊勢山中継ポンプ場  

出典）令和 5（2023）年度地方公営企業決算状況調査（総務省） 

 

 

（1） 供用開始年度（供用開始後年数）  

佐野市に関する供用開始年度及び供用開始後年数を下表に示します。下水道事業は、

昭和 46（1971）年度に事業着手、昭和 51（1976）年度に供用開始しています。 
  

表 2-2 供用開始年度及び供用開始後年数 

供用開始年度 供用開始後年数 

昭和 51(1976)年度 48 年 

 

 

表 2-3 処理場の施設概要 

施設名称 排除方式 処理方式 能力 供用開始年度 
供用開始後

経過年数 

佐野市 

水処理センター 

分流式 

(一部合流式) 

標準活性 

汚泥法 

48,900 

ｍ³/日 
昭和 51(1976)年度 48年 

※能力は、現有処理能力を示す。 
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表 2-4 ポンプ場の施設概要 

施設名称 排除方式 能力 供用開始年度 
供用開始後 

経過年数 

伊勢山中継ポンプ場 一部合流式 
17.4 

ｍ³/min  
昭和 55(1980)年度 44年 

秋山川中継ポンプ場 
分流式 

（汚水） 

33.8 

ｍ³/min  
平成 2(1990)年度 34年 

高萩中継ポンプ場 
分流式 

（汚水） 

6.6 

ｍ³/min  
平成 14(2002)年度 22年 

出典）令和 2（2020）年度佐野市事業計画変更届出書 

 

（2） 法適・非適の区分  

本市の下水道事業は令和2（2020）年4月1日から地方公営企業法の全部を適用し

ています。 

 

（3） 処理区域内人口密度 

本市の下水道事業の処理区域内人口密度は次に示すとおりです。 

 

表 2-5 処理区域内人口密度 

処理区域面積 処理区域内人口 処理区域内人口密度 

2,886.0ha 

※うち旧農集 54ha 

80,574人 

※うち旧農集 966人 
27.9人／ha 

出典）令和 5（2023）年度地方公営企業決算状況調査（総務省） 

 

（4） 処理区又は地区数・処理場数・流域下水道等への接続の有無  

本市の下水道事業の処理区又は地区数・処理場数は次に示すとおりです。単独公共下

水道の 1 処理区に処理施設が 1か所あります。  
  

表 2-6 処理区又は地区数・処理場数 

処理区又は地区数 処理場数 

1 処理区 

単独公共下水道 
1か所 
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2-1-2 汚水処理の状況 

令和 5（2023）年度末の処理区域内人口は、80,574 人となっています。人口普及率

は、71.0％となっています。 

水洗化人口は、75,068人となっており、水洗化率は、93.2％となっています。 

ただし、農業集落排水事業を含めます。 

 

令和 5（2023）年度以前の汚水処理水量と水洗化人口は次のとおりです。 

水洗化人口は、未普及対策事業の影響で増加していますが、汚水処理水量は、横ばいと

なっています。  

 
図 2-1 汚水処理水量と水洗化人口の推移 
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2-1-3 下水道使用料 

本市の生活排水処理施設の下水道使用料は、表 2-7に示す通り汚水量に応じて基本料を

定めた従量制と、汚水量に応じて超過料金を変動させる累進性を採用しています。下水道

使用料対象経費は、維持管理費の全部と資本費の一部となっています。現行の下水道使用

料は消費税率改正に伴い、令和元（2019）年 10 月 1 日に改定したものです。令和 5

（2023）年度における汚水処理費（維持管理費＋資本費）に対する下水道使用料の割合

は、下水道事業で 81.3％であり、受益者負担の原則にのっとった独立採算による事業経

営は現状困難な状況です。収入不足分は、一般会計からの基準外の補助金等により補填し

ています。 
 

  

表 2-7 下水道使用料 単価表 （税込） 

基本料金  

用途区分 汚水量 料金 

一般用 10ｍ³まで  1,540円 

一般用 10ｍ³を超え 20ｍ³まで  2,200円 

湯屋業用 200m³まで  4,400円 

超過料金（汚水量 1 立方メートルにつき）  

用途区分 汚水量 料金 

一般用 21ｍ³～40ｍ³  110円 

一般用 41ｍ³～60ｍ³  121円 

一般用 61ｍ³～100ｍ³  132円 

一般用 101ｍ³～500ｍ³  143円 

一般用 501ｍ³～1,000ｍ³  165円 

一般用 1,001ｍ³～2,000ｍ³  176円 

一般用 2,001ｍ³～  187円 

湯屋業用 201ｍ³～  22円 

（令和元(2019)年 10月 1日改定） 

  

表 2-8 下水道使用料の推移 

 改定年月日 平均改定率 備考 

平成 18（2006）年 4月 1日  合併による使用料統一 

平成 23（2011）年 4月 1日 3.78％  

平成 26（2014）年 4月 1日  
消費税及び地方消費税率の変更 

（5％→8％） 

令和元（2019）年 10月 1日  
消費税及び地方消費税率の変更 

（8％→10％） 
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2-1-4 組織  

本市の上下水道局の組織体制を図 2-2に示します。 

上下水道局の全職員数は 44人であり、そのうち下水道事業会計職員は 22人となって

います。 

 

 

 
図 2-2 組織図 

 

  

水道 22人 令和6年3月31日現在

下水道 22人 再任用職員含む

水　道 ：水道事業会計

下水道 ：下水道事業会計

水道 1人

水道 3人

下水道 1人

水道 1人

水道 2人

下水道 2人

水道 3人

水道 1人

水道 4人

水道 5人

水道 2人

下水道 4人

下水道 1人

下水道 6人

下水道 8人

9人

上下水道 44人

局長 1人

企業経営課

3人

課長 1人 経営企画係 4人

会計係 4人

水道課 15人 課長 1人 水道計画係

水道建設係 4人

水道維持係 5人

北部営業所 2人

下水道建設係 6人

下水道維持係 8人

下水道課 19人 課長 1人 下水道計画係 4人
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2.2 経営健全化の取組状況 

2-2-1 広域化・共同化実施状況 

（1） 汚泥処理の広域化 

平成 14（2002）年から、佐野市水処理センターから排出される下水汚泥の一部の

処理を栃木県下水道資源化工場に委託しています。 

 

（2） 農業集落排水の公共下水道への統合 

農業集落排水事業で整備したすべての地区を公共下水道に接続し、処理施設を廃止し

ました。 

表 2-9 公共下水道に接続した農業集落排水の経過 

地区名 接続時期 

大古屋地区 平成 18 (2006)年 4月 

並木地区 平成 28 (2016)年 3月末 

飯田地区 平成 29 (2017)年 3月末 

佐野西部地区 令和 2 (2020)年 3月末 

常盤地区 令和 ６ (2024)年 3月末 

 

（3） し尿処理の共同化 

令和 4（2022）年から、佐野地区衛生センター（し尿処理施設）について、佐野市

水処理センターでし尿の受入を行っています。 
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2-2-2 民間活用の状況 

（1） 民間委託  

本市では、佐野市水処理センター及び中継ポンプ場の維持管理業務について、下水道

事業のサービスの質を確保しつつ民間の創意工夫を活かした効率的な維持管理を行うた

め、平成 31（2019）年度から性能発注方式・複数年契約（5 年間）による包括的民

間委託を導入しています。 

下水道使用料は水道の使用水量に基づいて算定しているため、水道事業が一括して徴

収事務を行うことにより効率化が図れることから、昭和 63（1988）年 10 月から下

水道使用料徴収事務を水道事業に委託しています。また、平成 19（2007）年度から

徴収業務を民間業者に委託しています。また、委託する業務の範囲を徐々に広げること

により、経営の健全化・効率化に努めています。 

 

（2） ＰＰＰ・ＰＦＩ 

佐野ハイブリッド発電株式会社と事業契約を締結し、平成 28（2016）年 4 月から

汚泥処理過程で発生する消化ガスを利用した消化ガス発電及び、敷地の有効活用として

太陽光発電を行っています。本事業は、PFI 方式（独立採算型、BOT 方式）を採用し、

設計・建設・維持管理を佐野ハイブリッド発電株式会社が実施し、20 年間の発電事業

の後に、発電設備が本市に無償譲渡される計画になっています。  

消化ガス発電の概要は、発電機 5 台、発電出力 250kW（最大）、年間計画発電量

163万kWh/年、太陽光発電については、パネル枚数3,616枚、発電出力940.16kW、

年間計画発電量 98 万 kWh/年となっており、一般家庭に換算すると 720 世帯分の電

力に相当します。 

 

図 2-3 消化ガス発電設備（左）、太陽光発電設備（右） 

出典）佐野市水処理センター・中継ポンプ場 HP 

 

 

2-2-3 資産活用の状況  

（1） エネルギー利用  

「2-2-2 民間活用の状況」で示したとおり、PPP・PFI 事業において、「消化ガス」

を利用した消化ガス発電を実施しています。  

（2） 土地・施設等利用  

「2-2-2 民間活用の状況」で示したとおり、PPP・PFI 事業において、佐野市水処

理センターの敷地を有効活用し、ソーラーパネルを設置して太陽光発電を行っていま

す。   
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2-2-4 水洗化の促進 

（1） 下水道水洗化促進事業  

下水道供用開始区域内の未接続世帯に対し水洗化の促進を行っています。具体的に

は、次のとおりです。 

① 「広報さの」、「佐野市ホームページ」に水洗化の促進を図る記事を掲載。 

② 未接続世帯などに対し水洗化の促進を図るため、戸別訪問を実施。 

③ 下水道事業説明会等で水洗化の説明を実施。 

④ 未接続世帯にダイレクトメールを発送。 

⑤ 各種イベントへ出展し、水洗化の PR活動を実施。（処理場施設公開等） 

（2） 水洗トイレ改造資金融資あっせん制度 

水洗トイレへの改造の促進のために、その資金を融資により用意する方に対して、借

入利子を佐野市で負担する制度を行っています。 

 

2-2-5 財源の確保 

令和 3（2021）年度に佐野市下水道使用料審議会を開催し、使用料改定について答申

を得ましたが、コロナ禍や経済社会情勢を鑑み、改定時期を検討している状況です。 

下水道の新規整備や更新を実施する際には、国庫補助金等の特定財源の確保に努め、国

が定める各種計画を策定し事業を行っています。 

 

2-2-6 地方債利息の縮減 

平成 19（2007）年度に財政健全化計画を策定し、金利５％以上の地方債について、

補償金免除繰上償還制度を活用し、利息の軽減を図りました。 

 

2-2-7 人材の育成 

下水道事業は、すべての事務において専門知識が要求されるため、地方共同法人日本下

水道事業団等の外部研修に積極的に参加しています。 

 

2-2-8 組織統合 

地方公営企業法適用に合わせ、令和 2（2020）年度に水道事業と組織を統合しまし

た。これにより会計システムや庁舎を統合し、受付事務の効率化を行いました。 
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2.3 経営比較分析表等を活用した現状分析 

2-3-1 経営比較分析表による現状分析  

総務省では、公営企業の経営及び施設の状況を表す主要な経営指標とその分析で構成さ

れる「経営比較分析表」を公表しています。本市の公共下水道事業については令和 5

（2023）年度の経営比較分析表で次のとおりとなっています。 

各指標の現状分析については、本市の状況のほかに、類似団体との比較を合わせて示し

ています。 

本市では、令和 2（2020）年 4 月 1 日から地方公営企業法の全部を適用しているた

め、経営比較分析表は令和 2（2020）年度以降となっています。また、令和 5（2023）

年度末にすべての農業集落排水事業を公共下水道事業へ統合したため、農業集落排水事業

は掲載しておりません。 

 

表 2-10 経営比較分析表の指標一覧 

指標  計算式  

経常収支比率(%) 
経常収益

経常費用
×100 

企業債残高対事業規模比率(%) 
企業債現在高合計−一般会計負担額

営業収益−受託工事収益−雨水処理負担金
×100 

経費回収率(%) 
下水道使用料

汚水処理費（公費負担分を除く）
×100 

汚水処理原価(円) 
汚水処理費（公費負担分を除く）

年間有収水量
×100 

施設利用率(%) 
晴天時一日平均処理水量

晴天時現在処理能力
×100 

水洗化率(%) 
現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口
×100 

管渠改善率(%) 
改善(更新・改良・修繕)管渠延長

下水道布設延長
×100 
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（1） 経常収支比率  

経常収支比率は、使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払

利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標です。単年度の収支が黒字であること

を示す 100％以上とする必要があります。本市では経常収支比率が 100％を超過して

いるため、黒字であるといえます。 

 

 
図 2-4 経常収支比率の推移（公共下水道事業） 

  
  

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 112.71 115.78 114.31 120.34

類似 0 107.85 108.04 107.49 107.64

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

①経常収支比率(％)
全国平均【105.91】

-

-
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（2） 企業債残高対事業規模比率  

企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、地方債

残高の規模を表す指標です。企業債残高対事業規模比率は減少傾向ですが、類似事業体

と比較すると、高い値を示していることから、建設改良事業を計画的・効果的に実施す

る計画を作成し、企業債発行額を極力抑制していく必要があります。 

 

 
図 2-5 企業債残高対事業規模比率の推移（公共下水道事業） 

  

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 929.51 1,212.72 896.98 976.45

類似 0 857.88 825.10 789.87 749.43

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

②企業債残高対事業規模比率(％)

全国平均【630.82】

-

-
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（3） 経費回収率  

経費回収率は、使用料で回収すべき経費を、どの程度賄えているかを表した指標であ

り、使用料水準等を評価することが可能です。使用料で回収すべき経費を全て下水道使

用料で賄えている状況を示す 100％以上とする必要があります。数値が 100％を下回

っている場合、汚水処理に係る費用が下水道使用料以外の収入により賄われていること

を意味するため、適正な下水道使用料収入の確保及び汚水処理費の削減等、対策を行う

必要があります。 

本市では経費回収率が 100%以下であることから、下水道使用料の見直しや、経費

の削減等の対策を行う必要があります。 

 

 
図 2-6 経費回収率の推移（公共下水道事業） 

  

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 79.44 80.97 81.77 82.36

類似 0 94.97 97.07 98.06 98.46

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

③経費回収率(％)
全国平均【97.81】

-

-
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（4） 汚水処理原価  

汚水処理原価は、有収水量１ｍ³当たりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本

費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係るコストを表した指標です。 

本市において汚水処理原価は、類似団体平均と比較しても、同等程度以下であること

から、適正な水準であると判断されます。汚水処理原価の低減は、対策の方法により、

処理水質の悪化、職員への負担増につながる可能性があるため、前述の経費回収率の指

標を合わせて評価します。  

 

 
図 2-7 汚水処理原価の推移（公共下水道事業） 

  

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 151.94 150.00 150.00 150.00

類似 0 159.49 157.81 157.37 157.45

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

④汚水処理原価(円)
全国平均【138.75】

-

-



16  

（5） 施設利用率  

施設利用率は、施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する一日平均処理水量の

割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断する指標です。明確な数値基準はありま

せんが、一般的には高い数値であることが望まれます。数値が低く、施設が遊休状態又

は過大なスペックとなっている場合には、計画処理能力、施設の耐用年数等を踏まえ、

必要に応じて、施設の統廃合等により適切な施設規模を維持します。 

本市では、未接続世帯の水洗化による施設利用率向上を進めていきます。 

 

 
図 2-8 施設利用率の推移（公共下水道事業） 

  

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 82.20 79.83 82.72 81.25

類似 0 65.28 64.92 64.14 63.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

⑤施設利用率(％)

全国平均【58.94】

-

-
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（6） 水洗化率  

水洗化率は、現在処理区域内人口のうち、実際に水洗トイレを設置して汚水処理して

いる人口の割合を表した指標です。当該指標が 100％未満である場合には、適切な汚

水処理による公共用水域の水質保全と下水道使用料収入の増加を図るため、水洗化率向

上の取組が必要になります。 

本市では、類似団体平均と比較しても、同等程度以上であることから、適正な水準で

あると判断されます。今後は、さらに水洗化促進等の取組を推進していきます。 

 

 
図 2-9 水洗化率の推移（公共下水道事業） 

 

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 93.18 93.20 93.24 93.25

類似 0 92.72 92.88 92.90 92.89

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

⑥水洗化率(％)

全国平均【95.91】

-

-
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（7） 管渠改善率  

管渠改善率は、当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペー

スや状況を把握できます。明確な数値基準はありませんが、数値が 2%の場合、すべて

の管路を更新するのに 50 年かかる更新ペースであることが把握できます。数値が低い

場合、耐震性や今後の更新投資の見通しを立てておく必要があります。  

本市では、年度によって上下はあるものの年々数値が 2％に近付いているため、おお

むね順調だと考えられます。今後も老朽化施設の増加が想定されるため、ストックマネ

ジメント計画に基づいた管渠の更新を行っていきます。 

 

 

 
図 2-10 管渠改善率の推移（公共下水道事業） 

  

※本市：佐野市、類似：類似事業体

R01 R02 R03 R04 R05

本市 0 0.14 0.16 0.22 0.07

類似 0 0.09 0.17 0.13 0.06

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

⑦管渠改善率(％)
全国平均【0.22】

-

-
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2-3-2 財務分析用指標による経営比較 

総務省のホームページで公開されている「地方公営企業年鑑」の令和 4（2022）年度

データを使用して、本市の公共下水道事業の経営成績を他団体と比較し、改善すべき点を

抽出しました。また、『類似団体平均』、『栃木県内平均』との比較を行っています。改善

すべき指標は次のとおりです。 

本市では、令和 5（2023）年度末にすべての農業集落排水事業を公共下水道事業へ統

合したため、農業集落排水事業は掲載しておりません。 
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表 2-11 財務分析用指標から抽出した改善項目一覧（公共下水道事業） 

項目 指標の説明 

事

業

の 

効

率

性 

有収率 

＝
年間有収水量

年間汚水処理水量
 

汚水処理水量に対する使用料徴収の対象となる水量の割合を表してお

り、この値が高いほど不明水が少なく、効率的になります。 

有収率が低い場合、処理場に流入する水量と比較して、下水道使用料対

象となる水量が少なく、差が大きいことを示します。処理に要するコスト

に見合う下水道使用料を徴収できていないため、老朽化対策事業等と連携

し、引き続き不明水削減の取組が必要となります。 

経

営

の 

効

率

性  

使用料単価 

＝
使用料収入

年間有収水量
 

有収水量 1ｍ³当たり、どのくらい収益を得ているかを示す数値です。 

本指標は使用料単価が低いほど良い状態と示すため、本市の使用料単価

に対する評価は“〇”となっています。しかし、本市の下水道事業会計

は、経費回収率が 80％ほどのため、使用料収入が足りていないことが明

らかです。経費回収率を 100％に近づけるためにも、適切な使用料単価

への改定が必要となっています。 

汚水処理原価（資本費） 

＝
汚水に係る企業債等利息＋減価償却費

年間有収水量
 

有収水量 1ｍ³当たりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費の汚

水処理にかかるコストを表した指標です。明確な数値基準は特にないた

め、経年比較や類似団体との比較等より自団体の置かれている状況を把握

し、効率的な汚水処理が実施されているか分析ができます。 

経費回収率 

＝
使用料収入

汚水処理費
 

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指

標であり、使用料水準等を評価することができます。使用料で回収するべ

き経費をすべての使用料で賄えている状況を示す、100％以上が求められ

ています。100％未満の場合、汚水処理に係る費用が使用料以外の収入に

より賄われていることを示します。100％達成に向けて適切な使用料収入

を確保するため、使用料改定が必要となっています。 

処理人口 1 人当たりの資本費 

＝
資本費

現在処理区域内人口
 

処理区域内人口 1人当たりに対して、資本費をどの程度要しているかを

表しています。  

経費回収率（資本費）と同様に、減価償却費が高い水準となっており、

将来投資額の平準化等を図る取組が必要となります。 

処理人口 1人当たりの 

汚水処理費 

＝
汚水処理費

現在処理区域内人口
 

処理区域内人口 1人当たりに対して、汚水処理費をどの程度要している

かを表しています。 

有収水量に対する処理水量が多いことや、汚水を処理する上で発生する

費用（修繕や改築、運営のための費用）が全国平均や類似団体より高いこ

とを示しています。改善のためには適切な使用料収入の確保や汚水処理費

の低減策が必要となっています。 

職員１人当たりの 

処理区域内人口 

＝
現在処理区域内人口

職員数
 

処理区域内人口規模に対して、どの程度の職員が配属されるかを表して

います。本市の下水道に関する業務は、全国平均や類似団体と比較すると

職員の負担が大きいことを示しています。 

職員給与費対営業収益比率 

＝
職員給与費

営業収益−受託工事収益
 

営業収益から受託工事収益を除いた使用料収入+他会計負担金+その他営

業費用に対する職員給与費の占める割合を表しています。 

本市は使用料単価が全国平均及び類似団体よりも低く、それに伴い使用

料収入も少ないため、本指標の比率が大きくなっています。 

財

政

状

態

の

健

全

性 

営業収支比率 

＝
営業収益−受託工事収益

営業費用−受託工事費用
 

営業費用から受託工事費用を除いた汚水管渠費やポンプ場費、減価償却

費等の費用に対する、営業収益から受託工事収益を除いた使用料収入+他

会計負担金+その他営業費用の占める割合を表しています。 

本市では受託工事収益及び受託工事費用は発生していないため、営業費

用に対する営業費用の占める割合を表しており、営業収入のみでは営業費

用を賄えていないことがわかります。全国平均や類似団体と比較すると、

本指標が低くなっているため、適切な使用料単価の設定が必要となってい

ます。 

利子負担率 

＝（支払利息+企業債取扱諸費）/ 

（建設改良費用企業債長期借入金+ 

その他の企業債長期借入金+一時借入

金） 

 

企業債残高に対する利息及び企業債取扱諸費の占める割合を表していま

す。 

本市では未普及対策やストックマネジメント事業などの施設整備や修

繕・改築に対して前向きな姿勢で臨んでいるため、事業を止めることは難

しくなっています。今後はより利率の低い企業債を借り入れることや、耐

用年数に応じた償還期間を設定すること等の対策が必要となっています。 
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項目 指標の説明 

使用料収入に対する 

企業債元利償還金比率 

＝
企業債元利償還金

使用料収入
 

使用料収入に対する企業債元利償還金の占める割合を表しています。 

企業債償還額対減価償却額比率より、本市は他の団体と比較しても企業

債償還額は突出していないことがわかります。それにもかかわらず本指標

が優れていないのは、使用料単価が全国平均及び類似団体と比較して低い

ことの表れだと考えられます。多額の企業債に頼らない運営を実現するた

めにも、適切な使用料収入を確保することが必要となっています。 

そ

の

他 

繰入金比率（収益的収入分） 

＝
損益勘定繰入金

総費用
 

総費用のうち繰入金に頼っている割合を表しています。 

本市は、一般会計から多額の補助金を繰り入れています。繰入金に頼っ

た運営から脱却するために、汚水処理費の低減や適切な使用料改定を行う

必要があります。 
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表 2-12 財務分析用指標による経営比較（1/3）（公共下水道事業） 

 
  

偏差値（対全国）=45.9    偏差値（対類似団体）=50.5 全国平均：80.3
類似平均：68.9
佐野市：69.7

偏差値（対全国）=51.0    偏差値（対類似団体）=53.6 全国平均：97
類似平均：93.9
佐野市：99.4

偏差値（対全国）=51.8    偏差値（対類似団体）=56.2 全国平均：74.9
類似平均：72.6
佐野市：82.3

偏差値（対全国）=58.1    偏差値（対類似団体）=61.0 全国平均：2.8
類似平均：2.9
佐野市：2.2

偏差値（対全国）=37.0    偏差値（対類似団体）=39.8 全国平均：61.5
類似平均：36
佐野市：28.4

偏差値（対全国）=52.7    偏差値（対類似団体）=65.5 全国平均：60.8
類似平均：62.3
佐野市：82.7

偏差値（対全国）=33.5    偏差値（対類似団体）=32.4 全国平均：81.2
類似平均：80.8
佐野市：61.1

偏差値（対全国）=47.5    偏差値（対類似団体）=52.0 全国平均：96
類似平均：92.1
佐野市：93.2

偏差値（対全国）=53.3    偏差値（対類似団体）=59.1 全国平均：134.4
類似平均：153
佐野市：122.7

偏差値（対全国）=49.2    偏差値（対類似団体）=52.5 全国平均：136.7
類似平均：157
佐野市：150

偏差値（対全国）=48.7    偏差値（対類似団体）=54.3 全国平均：154.8
類似平均：202.3
佐野市：180.3

偏差値（対全国）=50.5    偏差値（対類似団体）=58.3 全国平均：75.7
類似平均：89.2
佐野市：72.2

偏差値（対全国）=48.5    偏差値（対類似団体）=46.3 全国平均：61
類似平均：67.8
佐野市：77.8

偏差値（対全国）=47.8    偏差値（対類似団体）=51.2 全国平均：79.1
類似平均：113.2
佐野市：108.1

偏差値（対全国）=42.6    偏差値（対類似団体）=42.4 全国平均：98.2
類似平均：97.5
佐野市：81.8

偏差値（対全国）=43.2    偏差値（対類似団体）=45.7 全国平均：86.8
類似平均：75.6
佐野市：68

（１６）経費回収率（分流式下水道等
に要する経費控除前）

（％）
カ
ネ

低
い

高
い

高
い

低
い △

（１４）汚水処理原価（資本費：分流
式下水道等に要する経費控除前）

（円/m3）
カ
ネ

高
い

低
い △

×

カ
ネ

（１２）汚水処理原価（維持管理費）
高
い

低
い

単位

（％）

（％）

（千円）

（人/ha）

（％）

（％）

（％）

（１１）汚水処理原価（分流式下水道
等に要する経費控除前）

（円/m3）

（１０）汚水処理原価 △

×

×

高
い

低
い

低
い

高
い

（１）普及率
低
い

高
い

事
業
の
効
率
性

低
い

高
い

（２）進捗率
低
い

高
い

（４）一般家庭使用料
高
い

低
い

（６）晴天時施設利用率

〇

×

評価

低
い

高
い

△

〇
低
い

高
い 〇

低
い

高
い

〇

実績値 　           ：全国平均　　　　：類似平均　　 　　：佐野市

高
い

高
い

指標値
区
分

モ
ノ

モ
ノ

カ
ネ

モ
ノ

モ
ノ

モ
ノ

モ
ノ

モ
ノ

経営指標

（円/m3）

（円/m3）

カ
ネ

カ
ネ

低
い

低
い

（９）使用料単価

（５）処理区域内人口密度
低
い

高
い

（３）進捗率（面積ベース） （％）

（８）水洗化率

〇

×

△

（７）有収率

〇

（円/m3）

（円/m3）

（％）（１５）経費回収率

経
営
の
効
率
性

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

（１３）汚水処理原価（資本費）

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

70.0 66.0 62.0 58.0 54.0 50.0 46.0 42.0 38.0 34.0 30.0

30 34 38 42 46 50 54 58 62 66 70

40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

60 58 56 54 52 50 48 46 44 42 40

35 38 41 44 47 50 53 56 59 62 65

10 18 26 34 42 50 58 66 74 82 90

30 34 38 42 46 50 54 58 62 66 70

40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60

70 66 62 58 54 50 46 42 38 34 30

75 70 65 60 55 50 45 40 35 30 25

40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60
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表 2-13 財務分析用指標による経営比較（2/3）（公共下水道事業） 

 

 

  

偏差値（対全国）=48.6    偏差値（対類似団体）=49.6 全国平均：177.5
類似平均：171.6
佐野市：169.8

偏差値（対全国）=50.0    偏差値（対類似団体）=46.1 全国平均：2.2
類似平均：2.3
佐野市：1.6

偏差値（対全国）=49.9    偏差値（対類似団体）=46.6 全国平均：1.7
類似平均：1.4
佐野市：1.1

偏差値（対全国）=50.0    偏差値（対類似団体）=46.5 全国平均：1
類似平均：0.9
佐野市：0.6

偏差値（対全国）=49.9    偏差値（対類似団体）=46.9 全国平均：0.7
類似平均：0.6
佐野市：0.5

偏差値（対全国）=49.6    偏差値（対類似団体）=52.5 全国平均：8.1
類似平均：9
佐野市：8.6

偏差値（対全国）=45.3    偏差値（対類似団体）=42.1 全国平均：6.5
類似平均：6.9
佐野市：9.2

偏差値（対全国）=44.6    偏差値（対類似団体）=46.7 全国平均：8.4
類似平均：11.5
佐野市：12.8

偏差値（対全国）=47.9    偏差値（対類似団体）=44.1 全国平均：14.6
類似平均：15.9
佐野市：17.8

偏差値（対全国）=47.1    偏差値（対類似団体）=48.1 全国平均：16.5
類似平均：20.5
佐野市：21.4

偏差値（対全国）=48.1    偏差値（対類似団体）=48.9 全国平均：4
類似平均：3.7
佐野市：3.5

偏差値（対全国）=60.0    偏差値（対類似団体）=65.3 全国平均：8.9
類似平均：10.7
佐野市：22.8

偏差値（対全国）=51.5    偏差値（対類似団体）=49.3 全国平均：132
類似平均：164
佐野市：152.5

偏差値（対全国）=52.2    偏差値（対類似団体）=49.6 全国平均：187.1
類似平均：241.4
佐野市：225.5

偏差値（対全国）=53.0    偏差値（対類似団体）=51.8 全国平均：111.1
類似平均：133.5
佐野市：161.6

偏差値（対全国）=49.2    偏差値（対類似団体）=48.5 全国平均：6.3
類似平均：6.5
佐野市：7

（２９）管渠管理職員１人あたりの管
路延長

（km/人） 人

（３２）職員給与費対営業収益比率

（２８）処理場管理職員１人あたりの
処理水量

（千m3/日/人） 人

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

（１８）経費回収率（資本費）

（１７）経費回収率（維持管理費）

（２２）処理人口1人あたりの維持管
理費（汚水分）

（２３）処理人口1人あたりの資本費

（２７）職員１人あたりの処理区域内
人口

カ
ネ

（３１）維持管理職員当たり維持管理
費

（百万円/人） 人
低
い

高
い

経
営
の
効
率
性

（３０）建設職員当たり建設事業費

（２０）経費回収率（維持管理費控除
の資本費）

高
い

人
低
い

高
い

（千円/人）

（千円/人）

（％）

（千円/人）

（百万円/人）

（２５）処理人口1人あたりの汚水処
理費

（千人/人）

カ
ネ

高
い

人

人
高
い

低
い

高
い

低
い

高
い

高
い

△
低
い ×

低
い

高
い

指標値
区
分

経営指標

（百％）

評価

高
い

低
い

高
い

実績値 　           ：全国平均　　　　：類似平均　　 　　：佐野市

×

低
い

低
い

×

高
い

低
い

低
い

×低
い

〇

△

〇

△

×

×

×

×

×

×

×

単位

（１９）経費回収率（資本費：分流式
下水道等に要する経費控除前）

（百％）
カ
ネ

低
い

高
い

（百％）

（％）

（２６）処理人口1人あたりの汚水処
理費（汚水分：分流式下水道等に要
する経費控除前）

（千円/人）
カ
ネ

高
い

低
い

カ
ネ

（２１）経費回収率（維持管理費控除
の資本費：分流式下水道等に要する
経費控除前）

（百％）
カ
ネ

低
い

高
い

（２４）処理人口1人あたりの資本費
（汚水分：分流式下水道に要する経
費控除前）

（千円/人）
カ
ネ

高
い

低
い

70 66 62 58 54 50 46 42 38 34 30

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

60 58 56 54 52 50 48 46 44 42 40

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

30 34 38 42 46 50 54 58 62 66 70

-10 2 14 26 38 50 62 74 86 98 110

35 38 41 44 47 50 53 56 59 62 65

35 38 41 44 47 50 53 56 59 62 65

35 38 41 44 47 50 53 56 59 62 65

30 34 38 42 46 50 54 58 62 66 70

70 66 62 58 54 50 46 42 38 34 30

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35
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表 2-14 財務分析用指標による経営比較（3/3）（公共下水道事業） 

 
  

偏差値（対全国）=57.9    偏差値（対類似団体）=57.9 全国平均：106.3
類似平均：108.4
佐野市：114.4

偏差値（対全国）=58.7    偏差値（対類似団体）=58.0 全国平均：106.1
類似平均：108.2
佐野市：114.3

偏差値（対全国）=37.8    偏差値（対類似団体）=41.8 全国平均：72.1
類似平均：58.3
佐野市：48.4

偏差値（対全国）=45.1    偏差値（対類似団体）=45.9 全国平均：1.3
類似平均：1.4
佐野市：1.5

偏差値（対全国）=53.4    偏差値（対類似団体）=54.7 全国平均：63.7
類似平均：62.6
佐野市：67.8

偏差値（対全国）=52.7    偏差値（対類似団体）=54.3 全国平均：101.2
類似平均：101.4
佐野市：100.3

偏差値（対全国）=48.3    偏差値（対類似団体）=50.8 全国平均：174.7
類似平均：220
佐野市：211.3

偏差値（対全国）=51.0    偏差値（対類似団体）=53.6 全国平均：0.7
類似平均：0.7
佐野市：0.9

偏差値（対全国）=50.0    偏差値（対類似団体）=51.3 全国平均：130
類似平均：156
佐野市：135.8

偏差値（対全国）=47.2    偏差値（対類似団体）=47.3 全国平均：90.3
類似平均：106.7
佐野市：117.4

偏差値（対全国）=47.6    偏差値（対類似団体）=48.9 全国平均：15.3
類似平均：20
佐野市：21

偏差値（対全国）=47.2    偏差値（対類似団体）=47.5 全国平均：105.6
類似平均：126.7
佐野市：138.5

偏差値（対全国）=49.5    偏差値（対類似団体）=46.3 全国平均：8.9
類似平均：7.9
佐野市：9.4

偏差値（対全国）=68.0    偏差値（対類似団体）=60.8 全国平均：39.7
類似平均：28
佐野市：12.2

偏差値（対全国）=50.3    偏差値（対類似団体）=52.2 全国平均：3.2
類似平均：6
佐野市：0

偏差値（対全国）=52.0    偏差値（対類似団体）=50.4 全国平均：12.5
類似平均：10.7
佐野市：10.5

偏差値（対全国）=52.8    偏差値（対類似団体）=62.3 全国平均：292.3
類似平均：277.5
佐野市：325.6

偏差値（対全国）=38.3    偏差値（対類似団体）=42.8 全国平均：12.5
類似平均：23.8
佐野市：33.2

偏差値（対全国）=53.0    偏差値（対類似団体）=53.6 全国平均：19.2
類似平均：41.2
佐野市：6.5

偏差値（対全国）=43.7    偏差値（対類似団体）=51.2 全国平均：14.7
類似平均：29.9
佐野市：25.7

そ
の
他

財
政
状
態
の
健
全
性

財
政
状
態
の
健
全
性

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

高
い

低
い

高
い

低
い

高
い

モ
ノ

カ
ネ

カ
ネ

低
い

カ
ネ

カ
ネ

高
い

カ
ネ

人

低
い

カ
ネ

〇

（５１）繰入金比率（資本的収入分）

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

カ
ネ

高
い

（４７）累積欠損金比率

（％）

（４３）使用料収入に対する企業債利
息比率

（４４）使用料収入に対する企業債元
利償還金比率

（４５）使用料収入に対する職員給与
費比率

（３３）総収支比率

低
い

（％）

（％）

（年）

（ｌ/人）

低
い

（％）

（３８）固定資産対長期資本比率

低
い

（５０）繰入金比率（収益的収入分）

（４９）１人・１日当たり平均有収水量

指標値
区
分

経営指標

（４８）債権償還年数

低
い

高
い

評価実績値 　           ：全国平均　　　　：類似平均　　 　　：佐野市

低
い

高
い

（３９）処理区域内人口１人あたりの
企業債現在高

高
い

低
い

カ
ネ

カ
ネ

高
い

低
い

高
い

（４２）使用料収入に対する企業債償
還元金比率

（４１）企業債償還額対減価償却額
比率

高
い

（百％）

（％）

（％）

〇

〇

×

（３５）営業収支比率 （％）
カ
ネ

低
い

高
い

〇

（３６）利子負担率

（％）（３４）経常収支比率
低
い

高
い

（％）

（％）

（％）

（％）

高
い

高
い

低
い

高
い

低
い

高
い

低
い

低
い

（５２）繰入金比率
高
い

低
い

（３７）自己資本構成比率
低
い

高
い

（４０）流動比率

（４６）有形固定資産減価償却率
高
い

低
い

〇

〇

〇

（％）

（％）

（％）

（千円/人）

（％） ×

〇

△

△

〇

△

×

×

×

×

〇

×

単位

100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

60 58 56 54 52 50 48 46 44 42 40

70 66 62 58 54 50 46 42 38 34 30

30 34 38 42 46 50 54 58 62 66 70

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

70 66 62 58 54 50 46 42 38 34 30

65 62 59 56 53 50 47 44 41 38 35

60 58 56 54 52 50 48 46 44 42 40

40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60

80 74 68 62 56 50 44 38 32 26 20

55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45

85 78 71 64 57 50 43 36 29 22 15

105 94 83 72 61 50 39 28 17 6 -5

60 58 56 54 52 50 48 46 44 42 40

85 78 71 64 57 50 43 36 29 22 15

35 38 41 44 47 50 53 56 59 62 65

○：全国平均、類似平均より優れる 

△：全国平均、類似平均の中位に位置する 

×：全国平均、類似平均より劣る 
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第3章 将来の事業環境 

3.1 人口関連の予測  

3-1-1 総人口  

総人口の推計値は、「佐野市人口ビジョン［令和６年度改訂版］(令和７（2025）年)」

（以下、「佐野市人口ビジョン」とする。）における将来人口推計値を採用しています。 

佐野市人口ビジョンでは、これまでの総人口推移、年齢区分別人口、男女別人口、人口

動態、出生率の推移を分析し、国立社会保障・人口問題研究所データの推計値をベースに、

本市で実施する施策を総合的に判断し、将来人口の展望を示し本市独自の人口推計を行っ

ています。佐野市人口ビジョンにおける、人口の将来展望としては、令和 42（2060）

年度に 85,000人を目標人口としています。 

 

 
図 3-1 総人口の推計 
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3-1-2 処理区域内人口  

処理区域内人口は、令和 8（2026）年度以降「佐野市生活排水処理構想（第 2次改定）

（令和 5（2023）年 2月公表）」を採用しています。 

下水道未普及区域の整備を推進していますが、処理区域内人口は緩やかな減少傾向とな

っています。本計画期間である令和 16（2034）年度では、77,637 人と想定されてい

ます。令和 5（2023）年度までの処理区域内人口は、公共下水道事業、農業集落排水事

業の区域の人口を合算したものを示しています。 

 

 
図 3-2 処理区域内人口の推計 
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3-1-3 水洗化人口  

水洗化人口の推計値は、令和 5（2023）年度末の実績値から水洗化率を計算（水洗化

人口÷処理区域内人口）し、この水洗化率をそれぞれの区域の処理区域内人口に乗じるこ

とにより推計しています。水洗化率は、令和 5（2023）年度の実績値を各年度にスライ

ドさせて使用し、将来向上することは見込んでいません。 

水洗化人口は、令和 8（2026）年度以降緩やかな減少傾向となり、本計画期間である

令和 16（2034）年度では、72,358人と想定されています。 

 

 
図 3-3 水洗化人口の推計  
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3.2 有収水量の予測 

有収水量の推計値は、令和 5（2023）年度における有収水量と水洗化人口の実績値よ

り算定した有収水量原単位（有収水量原単位（ｍ³/人）＝有収水量（ｍ³）÷水洗化人口

（人））に将来の水洗化人口推計値を乗じることで算出しています。有収水量は、令和 8

（2026）年度（約 970万ｍ³）をピークに減少傾向となります。本計画期間である令和

16（2034）年度では、9,380,770ｍ³と想定されています。 

 

 
図 3-4 有収水量の推計 
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3.3 下水道使用料収入の見通し 

本市の下水道使用料単価は、令和５（2023）年度決算では約 123.43 円/ｍ³（税抜）

です。 

現行の下水道使用料単価では下水道未普及区域の整備を推進しているものの、処理区域

内人口は減少していくと推測されているため、下水道使用料収入は減少傾向となります。 

本計画期間である令和 16（2034）年度では、約 11.6 億円と想定されています。そ

の後も有収水量の減少に応じて下水道使用料収入も減少し、50 年後の令和 56（2074）

年度では、下水道使用料収入は現在の約8割程度まで減少することが予測されています。 

 

 
図 3-5 下水道使用料収入の推計 
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3.4 施設整備の見通し  

3-4-1 未普及対策  

令和 5年 2月に公表された「佐野市生活排水処理構想（第 2次改定）」では、長期目標

として令和 32（2050）年度までに公共下水道の整備完了を掲げています。長期目標達

成のために、短期目標と中期目標も設定しており、短期目標では令和 8（2026）年度ま

でに公共下水道処理人口普及率 71.9％、下水道整備進捗率 94.1％を目指しています。

中期目標では、令和 17 年度（2035）年度までに、公共下水道処理人口普及率 73.6％、

下水道整備進捗率 96.2％を目指しています。 

令和５（2023）年度末における公共下水道処理人口普及率は 71.0%であり、今後も

未普及対策事業を進めていきます。 

 

 

3-4-2 浸水対策 

(1) 施設整備 

近年、都市化の進展、計画規模を上回る集中豪雨の多発等により、内水氾濫の被害リス

クが増大しています。これまでは効率的かつ効果的なハード整備として再度災害の防止を

目指してきましたが、今後は事前防災の観点を含めたハード・ソフト一体的な浸水対策を

進めていきます。 

 

(2) 耐水化 

令和元（2019）年東日本台風により、各地では下水道施設が浸水により機能停止する

などの被害を受けました。市民の生活や生命に関わる重要なインフラである下水道は、災

害時においてもその機能を確保することが強く求められており、本市においても、今後起

こりうる災害に備える必要があることから、下水道 BCP（事業継続計画）の見直しや佐

野市水処理センター及び各中継ポンプ場の耐水化に取り組んでいきます。 

 

 
図 3-6 1 時間降水量 50mm 以上の年間発生回数の推移 

出典）国土交通省 HP より 
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3-4-3 地震対策 

「栃木県地震被害想定調査」では、栃木県内で発生する確率の高い地震動に対して、地

表面震度分布、液状化危険度等の被害想定を行っています。これによると、本市でも、

「2013年から 30年間に震度 6強以上に見舞われる確率」が 0.1～0.3％と想定される

区域があるため、下水道施設についても地震対策が必要となります。今後も下水道施設の

地震対策を進めていきます。 

  

図 3-7 栃木県地震被害想定調査結果（震度分布及び液状化危険度） 

出典）栃木県HP 

3-4-4 老朽化対策 

佐野市水処理センターは供用開始から 48 年が経過しています。中継ポンプ場について

も、秋山川中継ポンプ場が 34 年、高萩中継ポンプ場が 22 年、伊勢山中継ポンプ場が

44年経過しています。主要な設備の標準耐用年数 15～20年を超過しており、対策が必

要な施設・設備が多くあり、今後もさらに増加することが予想されます。  

令和 5（2023）年度における管路施設の修繕・改築・更新延長は 0.44 ㎞であり、全

管路延長の 0.07%程度です。 

管路施設については、初期に整備した施設は、今後標準耐用年数 50 年を超過し、老朽

化対策が必要な施設が急激に増加することが予想されます。 

本市では、佐野市公共下水道ストックマネジメント計画を策定し、これまでの標準耐用

年数に応じて順次改築・更新する管理ではなく、計画的な点検・調査等により施設・設備

の状態を把握し適切な時期に改築・更新を行う、予防保全的な管理に切り替えて実施して

いきます。 

 
図 3-8 管路施設の年度別整備延長  
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3.5 組織の見通し  

下水道事業職員数の推移をみると、ここ数年は 20 人前後で推移しています。今後は、

これまでの未普及対策、浸水対策、地震対策等の事業に加え、老朽化施設が増加すること

により老朽化対策事業のウェートが大きくなり、現状の業務量以上となることが予想され

ます。 

市民生活を支える重要インフラである下水道施設を適切に維持するためには、下水道に

関する専門的な知識や経験を持った職員が必要であり、持続的に下水道事業を行っていく

ためには、職員数の減少やベテラン職員の退職に伴う技術力の低下を起こすことなく、職

員間で知識や技術の共有化を図るとともに、外部機関等の研修会を積極的に活用して技術

力を維持し、次世代に引き継いでいく必要があります。 

 
図 3-9 下水道事業職員数の推移 
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第4章 経営の基本方針 

4.1 経営基本方針 

「第 2次佐野市総合計画」では、将来像の実現に向けた行政経営方針として、「効率的

な行政経営」、「持続可能な財政運営」、「職員の能力向上」、「市民との協働」を挙げていま

す。下水道事業経営戦略においても、上位計画である「第 2次佐野市総合計画」と経営

基本方針を整合させておく必要があります。  

そこで、4つの行政経営方針を受けて、佐野市下水道事業が目指す将来像として「下水

道事業経営基盤の安定化」を位置づけ、経営戦略等で示した施策の実効性を高めるため

に、「財政の健全化」と「投資の効率化」を経営基本方針とします。 

  

 

図 4-1 下水道事業における経営基本方針 

  

 

持続可能な開発目標（SDGｓ） 

下水道事業は、「浸水防除」「公衆衛生の向上」「公共用水域の水質保全」を大きな目的

として事業を実施しています。本経営戦略により、将来にわたり安定した事業経営を行う

ことで、市民が安全で安心に、そして快適に暮らせるまちづくりを実現するとともに、誰

一人取り残さない、持続可能でよりよい社会の実現を目指すための国際目標である「持続

可能な開発目標（SDGｓ）を推進します。 
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4-1-1 財政の健全化  

（1） 適正な下水道使用料の算定  

今後も安定的に下水道サービスを提供するため、下水道使用料について、総括原価を

加味して算定を行い、適正な見直しを実施します。 

（2） 一般会計繰入金（基準外）の削減 

汚水処理費は下水道使用料、雨水処理費は一般会計繰入金の原則により、公営企業と

して独立採算による経営を目指します。 

（3） 収入の確保  

公共下水道未普及地域の早期整備完了を目指すとともに、整備済み地域において水洗

化の普及啓発活動を行い、全戸水洗化を目指し、下水道使用料収入を確保します。 

 

4-1-2 投資の効率化  

（1） 企業債の適正管理  

将来の財政運営への影響を抑制するため、建設投資費用の平準化による企業債の借入

れを行います。 

（2） 計画的な事業の推進  

適切な維持管理及び建設（新設・更新）のため、事業費用の平準化を図ります。ま

た、国庫補助金等の特定財源を最大限活用します。さらに、社会環境の変化に対応する

ため、各種計画については定期的に見直しを行います。 
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4.2 数値目標 

本計画期間中での数値目標は、次のとおり設定します。  

  

 

表 4-1 数値目標 

項目  目標  概要  

経常収支比率（％）  100％以上  当期純利益の確保を目指す。 

有収率（％）  現状以上  施設の老朽化対策と合わせて、

不明水を極力低減させる。 

経費回収率（100％） 100％ ロードマップに基づき、使用料

改定を実施する。 

公共下水道処理人口普及率（％） 73.6％ 令和 17（2035 ）年度まで

に、「佐野市生活排水処理構想

（第 2次改定）」に基づき、目

標を達成する。 

一般会計からの基準外繰入額（円） 現状以下  適正な下水道使用料改定により

基準外繰入額を減少させる。 
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第5章 投資・財政計画 

5.1 取組方針  

5-1-1 未普及対策  

（1） 方針  

令和 17（2035）年度までに佐野市生活排水処理構想（第２次改定）の中期目標に

基づき、公共下水道処理人口普及率 73.6％を目標として施設整備を実施します。 

 

（2） 具体的な取組内容  

【管路施設（汚水）】 

◆ 下水道未普及区域への管路施設の新規整備 

令和 17（2035）年度までに赤見町地内、栃本町地内、多田町地内 

【処理場】 

◆ 佐野市水処理センターにおける水処理系統の増設 

 

5-1-2 浸水対策 

 施設整備 

（1） 方針  

浸水被害箇所の解消に向け雨水幹線等の整備によるハード対策のほか、内水による浸

水リスクを住民へ周知するためのソフト対策を進めていきます。 

（2） 具体的な取組内容  

【管路施設（雨水）】 

◆ 東部９号幹線の整備（栄町地内） 

◆ 東部４号幹線の整備（栄町地内） 

◆ 秋山川３号幹線の整備（吉水町地内） 

◆ 東部６号幹線の整備（若宮下町地内） 

◆ 内水ハザードマップ作成・公表 

 

 耐水化 

（1） 方針 

下水道施設について、河川氾濫等の災害時においても一定の下水道機能を確保し、下

水道施設被害による社会的影響を最小限に抑制するための措置を効率的に進めます。 

（2） 具体的な取組内容 

【処理場・中継ポンプ場】  

◆ 水害時の対応を含めた下水道 BCP（事業継続計画）の見直し 

◆ 秋山川の改良復旧事業を反映した浸水想定区域図が完成次第、対策浸水深を再

算定し、耐水化対策の見直し 
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5-1-3 地震対策  

（1） 方針  

下水道施設でも特に重要な施設として位置付けられる、佐野市水処理センター及び各

中継ポンプ場について耐震診断を実施し、必要に応じて耐震設計、耐震化工事を計画的

に実施していきます。 

（2） 具体的な取組内容  

【処理場・中継ポンプ場】 

◆ 佐野市水処理センター 

⇒ 対象施設の耐震診断・耐震設計・耐震化工事 

対象施設：主流入渠/雨水沈殿池/1系2系水処理施設/送風機棟/汚泥処理棟 

◆ 秋山川中継ポンプ場及び伊勢山中継ポンプ場 

⇒ 耐震診断・耐震設計・耐震化工事 

 

5-1-4 老朽化対策  

（1） 方針  

佐野市公共下水道ストックマネジメント計画に基づいて、施設の状態把握のための点

検・調査、老朽化施設の改築更新設計、工事を実施していきます。 

（2） 具体的な取組内容  

【処理場・中継ポンプ場】 

◆ 佐野市水処理センター： 

⇒ 沈砂池ポンプ棟の機械設備、電気設備更新 

⇒ 主流入渠、雨水沈殿池の機械設備更新 

⇒ 水処理施設（1系・3系・4系）の機械設備、電気設備更新 

⇒ 送風機、滅菌装置の機械設備更新 

⇒ 消化槽（No.1・No.3）、ガスタンク（No.1）の土木、機械設備更新 

⇒ 遠心脱水機（No.1・No.2）の機械設備更新 

 

◆ 秋山川中継ポンプ場： 

⇒ 電気設備（受変電設備）更新 

 

5-1-5 水洗化の普及・啓発 

（1） 方針 

公共下水道未普及区域の早期整備完了を目指すとともに、整備済み地域において水洗

化の普及啓発活動を行い、全戸水洗化を目指します。 

（2） 具体的な取組内容 

◆ 未接続世帯への戸別訪問や DMの送付 

◆ 水処理センター施設公開の実施や施設見学の受入れ 
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5.2 投資試算  

投資試算は、長期間（50年）について実施していますが、ここでは本計画期間を抜粋

して掲載しています。なお、ここで示す金額は、収益的支出は税抜き金額、資本的支出は

税込み金額です。 

 

5-2-1 収益的支出  

（1） 職員給与費  

職員給与費は、下水道事業職員数が現状と同等程度で推移する前提で、人事院勧告か

ら公表されている直近 3か年の賃金上昇率の平均値 1.93％で推計しています。 

 

表 5-1 過年度の賃金上昇率 

 
出典）人事院勧告 

 

（2） 設計技術者単価 

設計技術者単価は直近 5か年の平均値 3.76％で推計しています。 

 

表 5-2 過年度の設計技術者単価上昇率 

 

出典)設計業務委託等技術者単価 

  

項目 人事院

勧告

　　年度 （％）

2022 R04 0.8

2023 R05 1.6

2024 R06 3.4

3年平均 1.93

項目 設計技術者

単価

　　年度 （％）

2020 R02 3.1

2021 R03 1.6

2022 R04 3.2

2023 R05 5.4

2024 R06 5.5

3年平均 3.76
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（3） 物価上昇 

直近 3 か年の消費者物価指数の平均値は 2.1％となっています。直近の動向を考慮し、

本市の物価上昇率は 2.7％を見込んでいます。 

 

表 5-3 消費者物価指数 

 

出典）消費者物価指数:2020年基準の全国総合消費者物価指数の年度平均値 

 

（4） 動力費  

動力費は、令和 5（2023）年度の決算額と令和 6（2024）年度の決算見込額の平

均値をベースに物価上昇率 2.7％を乗じることで推計しています。 

 

（5） 修繕費  

修繕費は、令和 5（2023）年度の決算額と令和 6（2024）年度の決算見込額の平

均値をベースに処理水量を乗じた額に、設定した物価上昇率 2.7％を見込むことで推計

しています。 

 

（6） 支払利息 

借り入れた企業債の支払利息は、過年度借入れ分は既存の償還計画に準じて計上して

います。新規の借入れ分は、償還期間 30 年、据置期間 5 年、貸付金利 2.0%で算定し

ています。 

表 5-4 新規企業債償還条件 

 
 

表 5-5 貸付利率の推移 

 
  

項目 消費者物価指数

　　年度 R2年基準 前年度比

2021年 R03 100.0 0.1

2022年 R04 103.2 3.2

2023年 R05 106.3 3.0

3年平均 ー 2.10

項目 設定内容

償還方法 元利均等

利率 2.00%

据置年数 5年

償還年数 30年

2019 R1 0.4 0.4

2020 R2 0.3 0.6

2021 R3 0.7 0.7

2022 R4 1.3 1.4

2023 R5 1.4 1.55

0.82 0.935か年平均

貸付金利(％)

財務省
財政融資資金

地方公共団体
金融機構資金

年度
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（7） 減価償却費及び資産減耗費 

減価償却費は、過年度取得資産の推計値と将来投資で取得した資産における推計値の

合算額です。将来投資での取得資産の計算条件は以下のとおりです。 

資産減耗費は、ストックマネジメント事業のうち処理場・ポンプ場の工事請負費の

5％を見込むことで推計しています。 

 

表 5-6 減価償却費算定方法 

 
 

 

 
図 5-1 減価償却費 

  

定額

耐用年数 限度率 償却率

建築 有形 50 0.95 0.020

土木 有形 50 0.95 0.020

電気 有形 20 0.95 0.050

機械 有形 20 0.95 0.050

計装 有形 10 0.95 0.100

その他 無形 25 1.00 0.040

管渠 有形 50 0.95 0.020

固定資産の償却対象額 ※耐用年数・限度率資産区分別に設定

資産取得額の 90% ※償却方法は定額

資産区分

2,080
1,870

1,775 1,744 1,708 1,672 1,655 1,632 1,616 1,595

75 
131 193 265 339 412 481 545 617 

0
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金
額
（
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減価償却費(既往) 減価償却費(新規)
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5-2-2 資本的支出  

（1） 建設改良費  

建設改良費（工事請負費、委託料等）を事業別にまとめたグラフを次に示します。全

年度を通して、ストックマネジメントの金額が多く計上されています（約 10～23 億

円）。令和 7（2025）年度から令和 16（2035）年度までは、未普及対策も大きなウ

ェートを占めています（約8～10億円）。維持管理及び雨水対策は毎年度約4億円を計

上しています。 

 
図 5-2 建設改良費の推移 
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（2） 企業債元金償還額 

企業債元金償還額は、現状で約 13 億円です。今後、既往債の償還が進む一方で、新

規企業債の借入れ、償還が始まるため、本計画期間中の企業債元金償還額は、以下のよ

うに推計しています。 

 

 

 
図 5-3 企業債元金償還額の推移 

  

1,361 1,343 1,290 1,249 1,238 
1,124 

1,020 
915 

665 
565 

38
87

149

222
307

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

金
額(

百
万
円)

元金（既往） 元金（新規）



 

43  

5.3 財源試算  

財源試算は、長期間（50 年）について実施していますが、ここでは本計画期間を抜粋

して掲載しています。なお、ここで示す金額は、収益的支出は税抜き金額、資本的支出は

税込み金額です。 

 

5-3-1 収益的収入  

（1） 下水道使用料  

経費回収率が 100％を下回っており、総務省からも使用料単価を 150 円/ｍ³以上と

するよう指導があること及び未普及対策やストックマネジメント計画に基づく更新費用

を賄うため、使用料算定期間を3年から5年として下水道使用料の見直しを検討し、段

階的に改定していく必要があります。  

下水道使用料改定における下水道使用料の水準は、改定後の下水道使用料収入と基準

外の一般会計補助金により、収益的収支は黒字、資金残高が約 10 億円となるように設

定しています。  

下水道使用料改定については、令和 8（2026）年度、令和 11（2029）年度、令

和 16（2034）年度に行う予定であり、それぞれ 12～20％程度の増額改定が必要と

の試算になっています。  

 

 
図 5-4 下水道使用料収入の推移 
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（2） 雨水処理負担金・一般会計負担金・補助金  

雨水処理負担金、一般会計負担金は、毎年度総務省から発出される「地方公営企業繰

出金について」に準じて算定される金額で、一般会計が負担すべき性質のものです。一

般会計補助金は、元来下水道事業会計で負担すべき金額ですが、下水道使用料収入等が

少ないなどの理由で資金不足となっている部分を一般会計が補助しているものです。 

現状、年間約 17億円が一般会計から雨水処理負担金・一般会計負担金・補助金とし

て下水道事業会計に繰入れされています。管路に関する未普及対策やストックマネジメ

ント事業などの費用の増加に伴い、一般会計負担金は年々増加している現状ですが、段

階的な下水道使用料改定を行った場合、本計画期間中に、徐々に総額を減少させること

が可能になります。 

 
図 5-5 一般会計繰入金の推移 

（3） 長期前受金戻入  

長期前受金戻入の計算方法は、減価償却費と同様です。過年度取得資産の推計値と将

来投資で取得した資産における推計値の合算としています。  

 
図 5-6 長期前受金戻入の推移  
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5-3-2 資本的収入  

(1)  企業債・国庫補助金・一般財源等 

企業債・国庫補助金・一般財源等は、資本的支出の建設改良費等に応じて推計してい

ます。資本的支出の建設改良費等の 1/3 程度は、国庫補助金を活用して事業を実施し

ていく予定です。残りは、企業債・受益者負担金・他会計負担金等の一般財源になりま

す。  

 
図 5-7 企業債・国庫補助金・一般財源等の推移 
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5-3-3 企業債残高、資金残高の推移  

(1) 企業債残高の推移  

本計画期間中は、数多くの事業が予定されているため、企業債新規借入額が企業債元

金償還額を上回っています。また企業債残高も右肩上がりとなっています。企業債新規

借入額は大きいですが、令和５（2023）年度以前分の企業債元金償還額は年々減少し

ているため、本計画期間中の企業債元金償還額は減少傾向となっています。 

 
図 5-8 企業債残高等の推移 

(2) 資金残高の推移  

資金残高は、毎年度決算後に下水道事業会計に残る現金を示しています。例えば、非

常事態宣言等により社会全体の経済活動が停止し、下水道使用料の収入が困難な状況に

なった場合でも、下水処理を停止することはできないため、一定の費用がかかります。

同様に、突然の機器のトラブルにより、下水処理が滞る事態が発生した場合、緊急的に

修理等を実施する必要があります。特に、水処理センターの機器類は、特殊なものが多

く修理費が高額になることが予想されます。  

本計画期間中は資金残高が約 10 億円前後となるように、投資財政計画を作成してい

ます。  
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5.4 財政シミュレーション  

5-4-1 収益的収支（下水道事業会計）  
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5-4-3 原価計算表 

 

供用開始年月日 1976 年 4 月 1 日

処理区域内人口 80,574人

計算期間 自2026年 4月  至　2029年 3月

（　 3年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

1,179,328 1,337,961 1,337,961

0 0 0

2,472,965 2,608,798 2,608,798

3,652,293 3,946,759 0 3,946,759

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

20,078 20,374 12,225 8,150

諸 手 当 9,224 9,551 5,731 3,820

福 利 費 6,439 6,503 3,902 2,601

89,448 108,641 65,185 43,457

616 1,530 918 612

8,442 14,028 0 14,028

46,009 64,824 38,894 25,930

17,574 18,352 11,011 7,341

197,828 243,803 137,865 105,938

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

23,623 25,497 13,533 11,964

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

13,811 18,181 6,727 11,454

80 81 30 51

37,514 43,759 20,290 23,469

給 料 8,198 8,661 1,386 7,275

諸 手 当 4,694 5,049 808 4,241

福 利 費 237 253 40 212

125,724 135,697 49,143 86,554

16,687 39,268 6,283 32,985

0 0 0 0

0 0 0 0

346,324 538,307 86,129 452,178

4,581 4,803 768 4,034

506,445 732,038 144,557 587,481

給 料 35,343 37,061 8,392 28,669

諸 手 当 12,492 13,292 3,238 10,054

福 利 費 10,463 2,412 216 2,196

0 0 0

19,240 23,488 6,456 17,031

101,250 97,158 13,925 83,233

178,788 173,411 32,229 141,182

236,106 251,305 22,201 229,104

2,232,315 1,988,944 1,621,812 367,131

0 0 0 0

2,468,421 2,240,248 1,644,013 596,236

3,388,997 3,433,259 1,978,953 1,454,306

1,454,306

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 92%

＜使用料水準についての説明＞

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

本市では使用料対象経費として汚水分の維持管理費と資本費の一部を見込んでいます。また資本費に対しては分流式下水道等に要
する経費を一般会計から繰り入れており公費負担となるため、資本費の一部は使用料対象からは外しています。
令和8年度の使用料改定後も経費回収率が100％未満な状態であるため、次回の使用料改定において100％達成を目指します。

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは、当分の間、その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる
場合に、使用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係
るもの）を、適正かつ効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、
「下水道使用料算定の基本的考え方（2016年度版）」（公益社団法人日本下水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境
等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載すること。

小 計

小 計

一
 

般
 

管
 

理
 

費

人
件
費

流域下水道管理運営費負担金

委 託 料

そ の 他

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

受 託 工 事 収 益

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目
金　　　　　　　　額

使 用 料 (X)

原価計算表

収　入　の　部

項 目
金　　　　　　　　額
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5.5 今後の考え方・検討状況  

5-5-1 投資についての検討状況 

（1） 広域化・共同化・最適化に関する取組 

これまで、農業集落排水事業の統合や、し尿処理の共同化を行ってきました。今後も中

長期的な検討を継続していきます。また、施設整備や改築・更新については、将来の処理

人口や施設稼働率等の動向を十分に考慮し、処理システムの最適化を図ります。 

 

（2） 投資の平準化に関する取組 

ストックマネジメント計画を活用し、緊急度が高い施設から優先して施設・設備の更新

を進めます。 

 

（3） 民間活力の活用及びウォーターPPP導入 

施設の維持管理等について、包括的民間委託の導入により、民間事業者のノウハウを生

かした効率的な事業経営を行っていますが、今後も費用対効果とのバランスを見極めなが

ら、職員のみでは不足する業務について民間活力の導入に向けて検討を進めていきます。 

また、昨今ウォーターPPPの導入について注目されています。本市もウォーターPPP

を導入することで人手や資金不足から生じる課題の解消に向かえるか検討していきます。 

 

（4） 不明水対策 

本市は地形的な特質によって地下水の水位が高く、老朽化した管路施設への不明水の侵

入が顕著です。施設の老朽化対策と合わせて管路改築などの不明水対策を行います。 

 

5-5-2 財源についての検討状況 

（1） 下水道使用料の見直し 

適切な下水道使用料の改定を行うことで、適正な下水道使用料水準を維持します。これ

により、一般会計からの基準外繰入れによる支出負担を極力低減していきます。 

 

（2） 資産活用・新たな財源の確保 

引き続き、汚泥処理過程で発生する消化ガスを利用した消化ガス発電及び、敷地の有効

活用として太陽光発電を行います。また、マンホール蓋を活用した広告事業など、新たな

財源確保の方策について検討・実施を進めます。 
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5-5-3 投資以外の経費についての取組 

（1） 事務事業の見直し 

事務事業の見直しを順次行い、更なる経費の抑制に取り組んでいきます。 

また、水道事業や市長部局との類似業務について、共同契約の実施や業務の見直し等に

より、費用の削減を図れるものについて検討を行っていきます。 

 

（2） 人員体制の整備 

未普及対策、浸水対策、地震対策、老朽化対策事業の推進、施設の老朽化に伴う維持管

理業務の増加、健全な事業経営に向けた適正な下水道使用料水準の検討等、今後さらに業

務量が増えることが予想されることから、業務の効率化や特に技術系職員の人材確保・育

成、組織体制を検討していきます。 

 

（3） 修繕費 

ストックマネジメント計画による予防保全的な維持管理により、コストの削減や平準化

に努めます。 

 

（4） デジタルトランスフォーメーション（DX） 

これまで、地図情報システムを基盤としたデータベースシステム（下水道台帳システ

ム）導入やポンプ場等の遠隔監視など情報技術を活用し、業務の効率化を進めてきまし

た。デジタル技術（DX）を活用した最先端技術について、今後も情報収集に努め、有効

性や効率性・経済性などの検証を行い、新技術の導入や DX 化によるサービス向上及び業

務改善に取り組んでいきます。 

 

（5） グリーントランスフォーメーション（GX） 

これまで、設備更新時の高効率型機器・省エネルギー型機器の導入や、LED 照明の設

置など、環境への配慮に努めてきました。所有車の更新時における電気自動車の導入検討

や、施設改修時の LED 照明の設置、老朽化による設備更新時の高効率型機器等の導入な

ど、省エネの取組を進めつつ、脱炭素化に貢献する方策について検討していきます。 
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第6章 経費回収率向上に向けたロードマップ 

「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進についての留意事項」（国土

交通省事務連絡 令和 2（2020）年 7月 22日）に基づき、経費回収率向上に向けたロ

ードマップを以下に示します。 

経費回収率向上に向けて、令和 3（2021）年度に佐野市下水道使用料審議会から答申

を受けた使用料単価 138円（税抜）の水準まで、令和 8（2026）年度に使用料改定を

実施します。その後、令和 10（2028）年度に改めて下水道使用料の在り方を検討し、

令和 11（2029）年度に予定する使用料改定での経費回収率 100％の達成を目指して

検討を進めます。 

 

＜取組内容＞ 

・未普及対策による下水道処理区域の拡大 

・未接続世帯への水洗化の促進 

・下水道資産の活用（消化ガス発電や太陽光発電の継続） 

・効率的な維持管理の実施（ストックマネジメント、官民連携手法の導入検討等） 

・適正な下水道使用料水準の検討 

 

＜業績目標＞ 

・令和 11（2029）年度に予定する 2回目の使用料改定以降、経費回収率が 100％以

上となるよう検討 

 

図 6-1 ロードマップ  

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

 ※経営分析の結果、必要な場合

項目 単位 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

使用料単価 (円/m3) 122.85 138.00 → → 165.60 → → → → 198.72

汚水処理原価 (円) 150.00 150.00 → → 165.60 → → → → 198.72

経費回収率 (%) 82.0 92.0 92.0 92.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

使用料改定 ★ ★ ★

使用料改定

使用料水準の検討

(周知期間を含む)

経営戦略の改定※

経営戦略の評価

経営戦略計画期間

経費回収率100%以上となるよう検討
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第7章  進行管理 

7.1 推進体制と進捗管理  

経営戦略は、令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度までの 10 年間を計画

期間とし、計画にかい離が生じる場合には見直しを行い進捗の管理を行います。 

経営戦略の実施に当たっては、PDCA サイクルに基づき、実施目標の達成状況を管理

することで、各施策を評価し継続的な改善に取り組み、効率的かつ効果的に推進します。 
 

 

図 7-1  PDCA サイクルに基づく管理 

 

7.2 施策の取組による効果の検証 

経営戦略で定めた施策の取組による効果は、各取組方針で定めた目標値との整合確認を

通じて確認します。確認の結果、目標値と実績値にかい離があった場合は、原因を特定し、

必要な対策を検討あるいは必要に応じて目標値を見直す等の対応を図ります。 
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